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全12巻:巻 1は昭和 7 (1932)年、巻2はl昭和 8 (1933)年、巻3 ・4はl昭和i
9 (1934)年、巻5・6は|昭和10(1935)年、巻7・8は昭和1 (1936) 
年、巻9・10は昭和12(1937)年、巻1 ・12は昭和13(1938)年
ε. rヨミカタjrよみかたjr初等科国語j(アサヒ読本)



















A は島出編纂1I寺代の国語教科書、 B-E は検定制度l時代の国語教科書、 α-( は~I定





































資料:LlJ坂年 α1903，04 s : 1909， 10 v : 1917 8 : 1932-38 ε1946 こ:1947 
1913 14 1919-23 
mWlj:刑例数 おまへ 2 {名iljJ-1や! 「名前J: 7 「名前J: 9 おまへ 6 「名前J: 9 
「名前J: 1 むすこ 1 娘:4 おT~IJ : 2 「名前J 5 「名i1J十さ
子 l おi1u:3 [名前j十チャ 「名前J→サ ん 6




資料 I:UJi反年 イ 1949，50 ロ 1978 ハ 2011
1951-53 
m例 PFJ{9IJ数 「名前J: 4 「名前j





















































2. 1で述べたように、 α-( (宙定教科書〉においては親族呼称がそれよりも前
の教科書と異なる諮形になっている。このことは水原 (1994: 94-107) も指摘して







































































































巻 110了表C 図 l
i玄13 s 巻 9 p.22 1~14γ 巻 9 P.118 
注
1.使用時期は|昭和16(1941)年から|昭和21 (1 946) 年までである。 Il~後になると軍国主義的なi'fll分は単
設りされてmいられた。
2. これらの時代区分は井上(1958)および大1 (2006)による 0
1 以下のページから弁資料を閲覧。
h I p:! !w¥Vw. lU lips.tsukuba.ac.jp!myl i medio! search!book.do' target=local&bib id =928335 
hft[γ!!www.tulips.tsukuba.日c.jp!m y I i medio/ sea rch!boo k.do? t1l rge t = locι11&1コibid=908222
h [t p:! !wwv'-'. lulips. lsuku ba.ac.jp!myl i mcdio/search!book.do'targct =Iocal&bibid =911550 
4. 文の~H り子が親肢に 11乎びかけている場合。









12. p.12 1 コマ I~l 他多数。
13 rパパJp.Hi 4コマ目{也、 「ママJp.51 4コマ問fil。
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